
カトマンズリングロード内外の動的なコーン貫入抵抗と地域特性に関する一考察 

 

山梨大学 学生会員 〇柏原 史弥 

山梨大学  正会員  荒木 功平 

山梨大学  正会員  宮本  崇 

山梨大学  正会員  中村 高志 

 

１．はじめに  

 ネパール連邦民主共和国（以下，ネパール）の首都カトマンズ北西 77km 付近，ガンダキ県ゴルカ郡サウラ

パニの深さ 15km を震源として 2015 年 4 月 25 日に Mw7.8（アメリカ地質調査所）の地震（以下，ネパール・

ゴルカ地震）が発生した．ネパール人口の約 30%（約 800 万人）が被災したといわれている 1）．一般に戸建住

宅のような小規模な建造物は，地盤に作用する荷重が小さく，地表下数 m が支持力や沈下に主に影響する 2）． 

 本報告では，カトマンズ盆地の地表下数 m の地盤構造に関する知見を得る目的で，簡易動的コーン貫入試

験を行い（2015 年 8 月），地形等の地域特性と合わせて一考察を述べている． 

２．ネパール・ゴルカ地震の液状化等の調査報告例に関する概要と一考察 

 図-1 にカトマンズ盆地の地盤特性（液状化マップ）3）を示す．（公社）地盤

工学会 3）はネパール・ゴルカ地震の特徴として，「液状化発生地点はこれまで

に確認できているだけで数カ所．それによる被害は認められない」ことを報

告しているが，それと同時に「今回程度の比較的小さな加速度と繰り返し回

数でも液状化する軟弱な地盤であることが改めて確認された」こと，「想定地

震では大規模な液状化被害の発生が容易に想像できる」こと，ネパール，カ

トマンズ盆地の「液状化判定法が確立していない」ことを指摘している． 

 液状化被害に関する報告は少ないが，噴砂などの液状化の発生地点については，バグドール 4)，Bungamati5)，

また，Imadol, Duwakot, Ramkot, Hattiban, and Manamaiju6)など複数例あり，カトマンズのリングロード内では，

「傾いた建物は川沿いの特に川が分岐する地点の軟弱地盤領域に被害が点在する」7）ことが報告されている．

地域特性と地盤の動的なコーン貫入抵抗値などが関連づけられれば有用な知見となるとおもわれる． 

３．簡易動的コーン貫入試験の実施場所の概要 

 カトマンズリングロード内外で簡易動的コーン貫入試験を実施（2015 年 8 月）した．写真-1 に貫入状況・

現地状況の一例として Kathmandu の Shova Bhagawati の Vishnumati 川に近い地域での実施状況を示す．地震に

より大きく傾斜した建物がみられた．図-2 に調査位置関係（図中（a）～（h）の全 8 地点）（Google Earth）を

示す．図-3（a）～（h）には図-2 に示した調査地点の概況（Google Earth）を拡大したものを示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真-1 貫入状況・現地状況の例   図-2 調査位置関係（Google Earth） 

キーワード ネパール・ゴルカ地震，動的なコーン貫入抵抗，地域特性 
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図-1 カトマンズ盆地の地盤特性 
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   （a）Kathmandu，Balaju Park 近傍            （e）Lalitpur，KISC school 近傍 

  27° 44' 01.4'' N, 85° 18' 00.4'' E, elev 1323m        27° 40' 33.3'' N, 85° 18' 36.6'' E, elev 1321m 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （b）Kathmandu，Vishnumati 川近傍         （f）Kirtipur，Uma Maheshwor Temple 

 27° 42' 58.2'' N, 85° 17' 59.2'' E, elev 1296m         27° 40' 48.1'' N, 85° 16' 26.9'' E, elev 1415m 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （c）Kathmandu，Hotel Kido           （g）Bungamati，Bungadaya 寺院近傍 

  27° 41' 32.9'' N, 85° 19' 17.3'' E, elev 1302m        27° 37' 48.9'' N, 85° 18' 06.9'' E, elev 1347m 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （d）Lalitpur，Bagmati 川近傍          （h）Dakshinkali，Narayan 寺院近傍 

  27° 40' 42.7'' N, 85° 19' 51.5'' E, elev 1291m        27° 36' 57.9'' N, 85° 15' 51.6'' E, elev 1568m 

図-3 調査地点ごとの位置概要（Google Earth） 
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（a）~（c）が Kathmandu，（d），（e）が Lalitpur，（f）が Kirtipur，（g）が Bungamati，（h）が Dakshinkali であ

る．（a～e）の 5 地点がカトマンズリングロード内，もしくは周辺である．なお，写真-1 の地点は（b）が該

当する．5 地点のうち河川から最も遠いのは（e）である．全 8 地点の中で標高が最も低いのは（d）で，かつ

川の分岐点に近い．標高が最も高いのは（h）で，次に（f），（g）が続く． 

４．簡易動的コーン貫入試験の方法と試験結果に関する一考察 

①試験方法 

 簡易動的コーン貫入試験 8）は，質量 5±0.05kg のハンマーを 500±10mm の高さから自由落下させ，地盤の

動的なコーン貫入抵抗を求めるものである．100mm貫入させるのに要する打撃回数をNd値として記録する．

貫入深さは周面の摩擦が大きくなる 3m 以浅が適当とされている．一般に貫入中止は 10 回の打撃による貫入

量が 20mm 未満であるが，本報告では 50 回の打撃による貫入量が 100mm 未満とした． 

②試験結果 

 図-4（a）～（h）に図-3（a）～（h）の各地点の簡易動的コーン貫入試験結果を示す．ただし地点（e），

（f）は，貫入中止深さは 3m に到達しなかった．図-4（a）～（h）をみると全体的には Ndが 15 以下が多い．

特に（d）は，Ndが 5 以下の特に緩い表層土が 200cm 以上連続する．また，（a），（c）は Nd が 10 以下の緩い

表層土が厚く，290～300cm ある．一方，（e）は，1m 以深で Nd =15～25 が多く，全 8 地点の中では比較的良

好といえる．（f），（h）は Ndが 20 以上の締まった地盤を含むことがわかる． 

５．おわりに 

 ネパールのような発展途上国では，ボーリングデータの報告例自体が少ない．また，装置を運搬し，海外

で貫入試験を実施することも容易ではないため，試験データは稀少で貴重なものとなっている． 

 本報告では，カトマンズリングロード内外で簡易動的コーン貫入試験を実施（2015 年 8 月）した．調査地

点 8 箇所で総じて貫入抵抗 Ndは 15 以下が多く，緩い地盤であった．Ndが 5 以下の特に緩い表層土が 200cm

以上連続する地点（図-4（d））は標高が最も低く河川分岐地点であった．1m 以深で Ndが 15～25 が多い比較

的良好な地点（図-4（e））はカトマンズリングロード内の調査地点の中で河川から最も遠い地点であった．

カトマンズのリングロード内では，「傾いた建物は川沿いの特に川が分岐する地点の軟弱地盤領域に被害が

点在する」との報告 7)がある．液状化の発生が点在化していることと地域特性の関連性を明らかにする上で，

本報告が日本だけでなくネパール等の関係研究機関に有用で稀少なデータ提供となることを期待したい． 
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   （a）Kathmandu，Balaju Park 近傍            （e）Lalitpur，KISC school 近傍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （b）Kathmandu，Vishnumati 川近傍         （f）Kirtipur，Uma Maheshwor Temple 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （c）Kathmandu，Hotel Kido           （g）Bungamati，Bungadaya 寺院近傍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （d）Lalitpur，Bagmati 川近傍          （h）Dakshinkali，Narayan 寺院近傍 

図-4 地点ごとの深さ～Nd関係 
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